
１. 重要な会計方針

⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法

① 満期保有目的の債券…償却原価法によっている。

ただし、取得価額と券面額との差額について重要性の乏しいものについては、取得価額により評価している。

⑵ 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

建物及び什器備品…定率法を採用している。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物並びに平成28年４月１日

　以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用している。

なお、主な耐用年数は、以下のとおりである。

建物 10 ～ 15 年

什器備品 5 ～ 20 年

② 無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウェアについては財団内における利用可能期間（5年）に基づき定額法によっている。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

　定額法を採用している。

⑶ 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

福利会費・退職掛金未収金の貸倒に備えるため、個別に回収の可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

② 退職金等共済給付引当金

会員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生していると認められ

　る額を計上している。

③ 退職給付引当金

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生していると認められ

　る額を計上している。

なお、退職給付債務は、期末自己都合要支給額から、当財団の退職金共済事業からの支給額を控除して計算し

　ている。また、会計基準変更時差異は発生年度に全額費用処理している。

⑷ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲及び重要な非資金取引

資金の範囲には、現金及び現金同等物を含めている。

⑸ 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

財務諸表に対する注記
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２. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位 ： 円）

　基本財産

投資有価証券

　特定資産

退職金等共済積立資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

災害見舞金等積立資産

経営安定資金積立資産

３. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位 ： 円）

　基本財産

投資有価証券 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

　特定資産

退職金等共済積立資産 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

退職給付引当資産 （ ） （ ） （ ）

減価償却引当資産 （ ） （ ） （ ）

災害見舞金等積立資産 （ ） （ ） （ ）

経営安定資金積立資産 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

基本財産計 50,000,000 50,000,000 - -

100,065,386 - 100,065,386 -

過年度退職給付未払金
支払準備金積立資産

50,000,000 50,000,000 - -

350,000,000 - 350,000,000 -

- 40,921,342 -

14,927,658 - - 14,927,658

50,091,170,688 - 8,870 50,091,161,818

40,921,342

- - 50,000,000

350,000,000 - - 350,000,000

65,000,000 - - 65,000,000

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

101,267,392 2,793,107 3,995,113 100,065,386

基本財産計 50,000,000 - - 50,000,000

14,022,790 904,868 - 14,927,658

50,000,000

融資あっせん事業
預託原資積立資産

8,500,000 8,500,000 8,500,000 8,500,000

49,295,231,810 5,208,375,322 4,412,436,444 50,091,170,688

過年度退職給付未払金
支払準備金積立資産

40,740,511 286,191 105,360 40,921,342

特定資産計 49,874,762,503 5,220,859,488 4,425,036,917 50,670,585,074

合　　　計 49,924,762,503 5,220,859,488 4,425,036,917 50,720,585,074

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応する額）

65,000,000 - 65,000,000 -

融資あっせん事業
預託原資積立資産

8,500,000 - 8,500,000 -

特定資産計 50,670,585,074 - 564,495,598 50,106,089,476

合　　　計 50,720,585,074 50,000,000 564,495,598 50,106,089,476
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４. 担保に供している資産

該当事項なし。

５. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位 ： 円）

　有形固定資産

建物

什器備品

　無形固定資産

ソフトウェア

リース資産

６. 保証債務等の偶発債務

該当事項なし。

７. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位 ： 円）

　基本財産

札幌市債　（平成30年度第10回）

札幌市債　（令和2年度第6回）

札幌市債　（令和3年度第2回）

　特定資産

札幌市債　（令和2年度第6回）

災害見舞金等積立資産

札幌市債　（平成30年度第10回）

札幌市債　（令和2年度第6回）

札幌市債　（令和3年度第2回）

経営安定資金積立資産

札幌市債　（平成30年度第10回）

43,864,734 41,151,354 2,713,380

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

4,047,459 3,711,442 336,017

△ 260,000139,740,000

合　　　計 310,000,000 309,536,050 △ 463,950

△103,644

-

26,000,000 25,974,000 △26,000

140,000,000

35,896,356

合　　　計 139,404,116 131,029,460

36,000,000

科　　　目 帳簿価額 時　　　価

10,000,000 10,000,000 -

30,000,000 30,000,000 -

34,000,000 △34,00033,966,000

20,000,000 20,000,000

4,797,640 2,478,780 2,318,860

14,000,000 13,959,694 △40,306

過年度退職給付未払金
支払準備金積立資産

86,694,283 83,687,884 3,006,399

8,374,656

評価損益
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８. 関連当事者との取引の内容

該当事項なし。

９. 重要な後発事象

該当事項なし。

10. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位 ： 円）

11. 退職給付関係

⑴ 採用している退職給付制度の概要

退職金制度に基づく退職一時金制度及び当財団の退職金共済事業を併用している。

⑵ 退職給付債務に関する事項（令和５年３月31日現在）

（単位 ： 円）

a） 退職給付債務

b） 会計基準変更時差異の未処理額

退職給付引当金（a＋b）

⑶ 退職給付費用に関する事項（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

（単位 ： 円）

a） 勤務費用

b） 会計基準変更時差異の費用処理額

退職給付費用合計（a＋b）

⑷ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく、期末自己都合要支給額から当財団の退職金共済

　事業からの支給額を控除して計算している。

⑸ 会計基準変更時差異の処理年数 1年

12. その他

リース取引関係

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　リース資産の内容

　　　リース資産…財務会計・給与計算システム（ソフトウェア）である。

経常収益への振替額

基本財産受取利息計上による振替額

合　　　計

6,000

6,000

内　　　容 金　　　額

904,868

-

904,868

-

14,927,658

14,927,658
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